
４つのＣ：「Challenge」(挑戦) 「Collaboration」（協働） 「Critical Thinking」（批判的思考） 「Communication」（対話） 

 

 

 

 

 

学び方を学ぶ 

 

前回、高校時代には「学び方を学んでいる」ということをつぶやきました。 

 

突然ですが、次のクイズに答えてください。 

  

実際に実験をしてみると、Ｑ１ではＡを選ぶ人が圧倒的に多くなり、Ｑ２ではＢが多数派になり

ます。冷静に期待値を計算すれば、ＡとＢのどちらが有利か答えは明らかです。Ｑ１のＢの期待値

は３，２００円ですから、確率から言えばＢが有利です。Ｑ２はＱ１を４で割っただけ（Ｑ１のＡは

１００％の確率で３，０００円もらえるという意味）なので、Ｂが有利であることは変わりません

（期待値はＡが７５０円、Ｂが８００円です）。では、なぜＱ１ではＡを選んだ人が多数派だったの

か。おそらく「必ず」という言葉に惑わされたのでしょう。Ｑ２ではどちらも「必ず」もらえるわけ

ではないので、直感的に少しでも金額の多いＢを選んだ人が多いという結果になったと思われます。

このクイズは数学の知識があれば、騙されることはないでしょう。 

地震のエネルギーの大きさを示すマグニチュード（Ｍ）は１増えると約 32 倍になります。２増

えると約 1000 倍になります。これは対数の知識です。ちなみに、1995 年の阪神・淡路大震災、

2016 年の熊本地震はともにＭ7.3、1923 年の関東大震災はＭ7.9、2011 年の東日本大震災は

Ｍ9.0 でした。いかに東日本大震災の規模が大きかったかがわかります。数学の知識は我々の身近

なところにあります。何よりも数学を学ぶことで、論理的思考力を身につけることができます。 

 歴史は「暗記」科目と思っている人も多いと思います。なぜ歴史を学ぶのか。歴史「を」学ぶので

はなく、歴史「に」学ぶのです。現代社会の様々なできごとを理解するには、歴史的背景を知ること

が必要です。現代社会の様々な問題を解決するヒントが、過去の歴史にあるかもしれません。 

  

知識を身につけること。それも大切ですが、今の時代、知識はネットで簡単に調べることができ

ます。これからの時代に必要とされることは、獲得した知識をどう活用していくか。未知の問題に

どう対応していくか。自ら課題を設定し、その解決策（最適解・納得解）を見つけるにはどうすれば

よいか。「学び方を学ぶ」とはそういう意味です。ですから高校での学び（ここでいう学びは教科の

学習に限らず広い意味での学習です）はいずれも大切です。 
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次の２つの選択肢ＡとＢのうち、どちらを選びますか。 

Ｑ１ Ａ：必ず３，０００円もらえる。 

Ｂ：くじを引いて４，０００円もらえる確率が８０％、ハズレは１円ももらえない。 

Ｑ２ Ａ：２５％の確率で３，０００円もらえる。 

Ｂ：２０％の確率で４，０００円もらえる。 


